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香港とグレーターベイエリア 

１．はじめに 

2022 年 7 月 1 日、香港が英国から中国へ返還されて 25 年となりました。 

 1997 年 7 月 1 日に返還され、その後 50 年間にわたり高度な自治を認める「一国二制度」

が導入されてからちょうど折り返し地点を迎え、次の 25 年がスタートしました。 

「一国二制度」は、中国の一部である香港に社会主義を適用せず、資本主義の諸制度や

生活様式を維持する政策で、香港返還に関する中英共同声明と香港基本法（香港の憲法に

相当）には「50 年不変」と明記されています。 

返還 25 周年を祝う看板（筆者撮影）

２．GBA 構想について 

GBA 構想は 2019 年 2月に中国国務院が発表した地域発展計画です。 

 香港、マカオの 2つの特別行政区、広東省の 9都市（広州、深圳、東莞、仏山、恵州、 

江門、中山、肇慶、珠海）で構成されており、面積は約 5万 6,000 ㎡、人口は約 7,100 万 

人、GDP は約 1.6 兆米ドル（韓国と同程度）です。 

2022 年 8月 

【香港駐在員事務所】

今回開催された返還25周年の祝賀式典で

演説した習近平国家主席は「一国二制度」

について、「このような良い制度を変える

必要は何もない。長期にわたり堅持しなけ

ればならない」と強調しました。 

 香港国家安全維持法の施行や選挙制度の

変更で「一国二制度」の形骸化を懸念する

声もありますが、自由な経済活動やシンプ

ルで低税率の税制等は維持されています。

今回は香港の発展に繋がる計画として期

待されているグレーターベイエリア（以下、

GBA）構想についてご紹介いたします。
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 GBA には中国の 4大都市（北京・上海・広州・深圳）のうち 2都市が含まれており、今後、

GBA における連携強化を通じて世界三大ベイエリアの「東京」、「ニューヨーク」、「サン

フランシスコ」に匹敵する経済圏を目指しています。 

 

出所：OpenStreetMap 

 

３．GBA における香港の役割について 

 GBA の中で最もオープンで国際的な都市である香港は、従来の金融、物流ハブ機能に加え、

イノベーション・科学技術分野での発展が期待されています。 

 香港政府はスタートアップ・イノベーションを進めていく上で、4つの重点分野と 8つの

発展方針を定めています。 

【重点分野】 

 ①バイオテクノロジー、②人工知能（AI）、③スマートシティ、④フィンテック 

【発展方針】 

 ①研究開発資源の増加 

 ②科学研究人材の誘致 

 ③スタートアップ・イノベーション基金設立 

 ④科学研究施設の整備 

 ⑤現行法例と法規の見直し 

 ⑥政府データの対外開放 

 ⑦政府調達制度の見直し 

 ⑧科学知識の普及 
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 2021 年の香港のスタートアップ企業数は過去最多の 3,755 社に達し、前年比では 11.8％

増加しました。 

 業種別では 1位がフィンテック（IT を活用した金融サービス）472 社、2位が電子商取引

（EC）・サプライチェーンマネジメント・物流テクノロジー432 社、3 位が専門・コンサル

ティングサービス 399 社でした。 

 

４．香港サイエンステクノロジーパーク（以下、HKSTP）について 

 HKSTP は 2001 年 5 月に開業した政府直轄のスタートアップ・イノベーションの推進機関

で、中国返還後の香港を「知的集約型都市」へ転換することを目的に建設された当地最大

の研究開発拠点です。 

   
    香港サイエンステクノロジーパーク（筆者撮影）  

５．おわりに 

 香港ではスタートアップ・イノベーションに関する補助金等の政府支援策が充実してい

ます。HKSTP に拠点を構える SenseTime（2014 年設立、人工知能と顔認証技術の研究・開発）

をはじめ、LALAMOVE（2013 年設立、個人や法人向けオンデマンド貨物配達サービス）、KLOOK

（2014 年設立、旅行・レジャー予約プラットフォーム）等、香港発のユニコーン企業（企

業評価額が 10億ドル以上、かつ設立 10年以内の非上場ベンチャー企業）も複数誕生して

います。 

 今後、GBA 構想が具体化することで更なる人口増加、経済規模の拡大が見込まれます。  

 これまで日本と香港の企業や大学が交流する機会は少なかったようですが、環境が整備

されている香港において現地企業や大学等と連携しながらスタートアップ・イノベーショ

ンを推進し、将来日本に拠点を移し、そして地方創生に繋げていくこともできるのではな

いかと感じています。 

 山口フィナンシャルグループではお客様の海外展開サポートをしております。海外関連

のご相談につきましてはお気軽にお取引店または営業戦略部法人事業室海外事業グループ

までお問い合わせ下さい。 

                     （山口銀行香港駐在員事務所 山根 元博） 

 イノベーションと科学技術の発展

に必要な施設、環境を提供しており、

これまでにスタートアップを含め

1,100 社以上の支援実績があります。

香港だけでなく米国、欧州等の多国

籍企業や数多くのベンチャー企業が

拠点を構えています。 

 今回、習氏が香港に来訪した際も

視察を行っており、今後も研究開発、

イノベーションのハブとしての役割

が期待されています。 
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